
第
二
十
一
回
大
阪
乾
癬
患
者
友
の
会
学

習
懇
談
会
が
さ
る
七
月
四
日
（
土)

に
日
生

病
院
講
堂
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
学

習
会
は
当
初
六
月
十
四
日
（
土)

に
行
わ
れ

る
予
定
で
し
た
が
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
影
響
を
受
け
て
延
期
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
百
十
名
を
超
え
る
参
加
者
で
、
日

生
病
院
の
講
堂
が
ほ
ぼ
満
員
に
な
る
ほ
ど

の
多
数
の
参
加
者
が
あ
り
ま
し
た
。

十
二
時
半
か
ら
受
付
を
開
始
し
、
一
時

か
ら
総
会
を
開
始
。
岡
田
会
長
に
よ
る
挨

拶
・
昨
年
度
活
動
経
過
・
今
年
度
活
動
計

画
が
報
告
さ
れ
、
池
内
会
計
担
当
、
加
納

会
計
監
査
か
ら
決
算
報
告
・
予
算
案
が
提

示
さ
れ
、
い
ず
れ
も
全
員
賛
成
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
あ
い
ち
乾
癬
患
者
友
の
会(

あ

い
か
ん
の
会
）
の
山
田
氏
よ
り
体
験
談
の

発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
山
田
氏
は
自
身
が

関
西
の
大
学
出
身
で
、
ま
た
仕
事
で
し
ば

し
ば
大
阪
を
訪
れ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、

地
元
大
阪
の
人
間
も
圧
倒
さ
れ
る
よ
う
な

大
阪
通
ぶ
り
を
発
揮
さ
れ
、
参
加
者
の
方
々

を
巧
み
に
笑
い
に
誘
い
な
が
ら
、
自
身
の

乾
癬
歴
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
税
理
士

と
い
う
立
場
か
ら
経
済
的
な
こ
と
ま
で
話

題
は
広
が
り
、
ユ
ニ
ー
ク
な
体
験
談
と
な

り
ま
し
た
。

メ
イ
ン
の
医
療
講
演
で
は
大
阪
大
学
医

学
部
皮
膚
科
学
教
室
の
梅
垣
知
子
先
生
が

「
乾
癬
治
療
法
の
選
択
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
お
話
し
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
乾
癬
の

病
理
・
治
療
法
の
基
本
的
な
話
か
ら
、
最

新
の
生
物
学
的
製
剤
ま
で
非
常
に
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
が
、
中
で

も
患
者
の
症
状
や
立
場
に
応
じ
て
上
手
に

治
療
方
を
組
み
合
わ
せ
て
い
く
こ
と
、
ま

た
患
者
・
家
族
・
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
連
携

が
非
常
に
大
切
だ
と
最
後
に
締
め
く
く
ら

れ
ま
し
た
。

今
回
は
更
に
日
生
病
院
の
山
下
利
子
看

護
師
長
よ
り
、
看
護
師
の
立
場
で
乾
癬
の

治
療
に
尽
力
し
て
頂
い
た
中
か
ら
、
治
療

の
変
遷
、
具
体
的
な
治
療
法
、
患
者
さ
ん

と
の
出
会
い
な
ど
に
つ
い
て
語
っ
て
頂
き

ま
し
た
。
ま
さ
に
医
療
チ
ー
ム
と
患
者
が

共
に
協
力
し
て
い
く
中
に
治
療
の
成
功
が

あ
る
と
い
う
こ
と
が
実
感
さ
れ
ま
し
た
。

講
演
の
後
は
質
疑
応
答
が
あ
り
、
講
演

内
容
や
乾
癬
全
般
に
関
し
て
相
談
医
の
方

か
ら
丁
寧
に
答
え
て
頂
き
ま
し
た
。
講
演

さ
れ
た
先
生
以
外
に
も
吉
川
邦
彦
先
生
・

吉
良
正
治
先
生
・
小
林
照
明
先
生
に
も
加

わ
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
懇
親
会
に
な
り
ま
し
た
が
、

い
つ
も
以
上
の
た
く
さ
ん
の
参
加
者
で
、

そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
ブ
ル
に
分
か
れ
、
自
身
の

症
状
や
治
療
法
な
ど
に
つ
い
て
話
が
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
東
山
先
生
自
ら
ピ

ア
ノ
を
弾
い
て
頂
き
、
美
し
い
調
べ
の
中

で
和
や
か
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

今
回
も
多
く
の
医
療
関
係
者
の
方
に
ご

協
力
頂
き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

(

※
今
回
の
講
演
な
ど
に
つ
き
ま
し
て
は
、

次
号
以
降
の
会
報
に
順
次
掲
載
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
）

1

大阪乾癬患者友の会(梯の会)会報 ＝平成21年8月 第40号＝
かけはし

発行 大阪乾癬患者友の会(梯 の会)
かけはし

編集 友の会編集委員

特集
◎学習懇談会in大津

◎第21回学習懇談会

・・・Ｉｎｄｅｘ・・・

・乾癬学習会in大津医療
講演「尋常性乾癬の治療
薬としての生物学的製剤」
京都大学医学部皮膚科
高橋健造 P6
・お知らせなど P16

・第21回学習懇談会 P1
・学会でPR活動 P2
・西日本合同懇親会 P4
・京都植物園での懇親

会 P5
・日生地域懇談会 P5

第
21
回
学
習
会
行
わ
れ
る

会
場
い
っ
ぱ
い
の
参
加
者

日
生
病
院
で
開
催

110名以上の参加で講堂はぎっしり満員



日
本
皮
膚
科
学
会
は
昨
年
ま
で
京
都
と

横
浜
で
交
互
に
開
催
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
の
第
一
〇
八
回
日
本
皮
膚
科
学
会
、

総
会
、
皮
膚
科
学
術
大
会
は
、
九
州
福
岡

市
の
中
心
部
に
近
い
福
岡
国
際
会
議
場
と

マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡
の
二
会
場
で
、
四
月

二
十
四
日
か
ら
二
十
六
日
の
三
日
間
に
わ

た
っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。

皮
膚
科
学
会
、
総
会
及
び
学
術
大
会
は

福
岡
国
際
会
議
場
で
、
研
修
講
習
会
は
マ

リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡
の
大
会
議
室
で
、
先
生

方
の
研
究
発
表
ポ
ス
タ
ー
と
企
業
展
示
が

マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡
の
多
目
的
展
示
室
で

開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
も
学
会
に
併
せ
て
乾
癬
患
者
会
活

動
の
Ｐ
Ｒ
を
展
示
会
場
の
一
角
で
行
っ
て

き
ま
し
た
。
今
回
は
福
岡
で
の
開
催
と
い

う
こ
と
で
、
大
分
乾
癬
患
者
会
が
主
と
し

て
担
当
さ
れ
、
大
阪
の
患
者
会
か
ら
中
山

事
務
局
長
と
幹
事
の
加
納
が
参
加
し
ま
し

た
。
ま
た
、
北
海
道
・
東
京
・
愛
知
の
患

者
会
か
ら
も
参
加
さ
れ
、
合
同
で
会
場
内

に
患
者
会
展
示
ブ
ー
ス
に
訪
れ
た
医
師
や

医
療
関
係
者
に
患
者
会
の
活
動
内
容
の
説

明
を
行
い
、
会
報
・
機
関
誌
の
配
布
を
し

ま
し
た
。

ま
た
学
術
大
会
講
演
会
場
の
福
岡
国
際

会
議
場
か
ら
徒
歩
六
分
前
後
離
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
マ
リ
ン
メ
ッ
セ
福
岡

に
多
く
の
医
療
関
係
者
の
方
々
に
立
ち
寄
っ

て
頂
い
て
患
者
会
と
熱
心
に
話
し
合
え
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
大
分
乾
癬
患
者
会

の
計
ら
い
で
二
日
続
け
て
の
懇
親
会
で
は

患
者
会
の
話
題
以
前
に
、
福
岡
で
二
年
間

過
ご
し
た
こ
と
も
あ
り
、
福
岡
に
ま
つ
わ

る
話
な
ど
で
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。

皮
膚
科
学
会
で
の
患
者
会
活
動
も
定
着

し
て
き
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
こ
れ

は
患
者
会
の
事
だ
け
で
は
な
く
、
医
療
関

係
者
の
積
極
的
な
支
援
協
力
が
あ
っ
て
こ

そ
の
事
で
、
こ
れ
か
ら
先
も
全
国
患
者
会

が
力
強
い
協
力
の
下
で
前
進
し
て
い
け
た

ら
と
思
っ
た
次
第
で
す
。(

加
納
）
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学会で患者会のＰＲ活動

第108回日本皮膚科学会総会(福岡）

・第25回日本臨床皮膚科医会(高知）

多
く
の
医
療
関
係
者
と
交
流

皮
膚
科
学
会



五
月
九
日
～
十
日
に
高
知
市
の
高
知
阪

急
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
第
二
十
五
回
日
本

臨
床
皮
膚
科
医
会
が
行
わ
れ
、
福
岡
に
続

い
て
こ
の
学
会
で
も
引
き
続
き
患
者
会
活

動
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
大
阪
の
会
が
主
体
と
な
っ
て
準

備
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
北
海
道
・

山
形
・
東
京
・
愛
知
・
大
分
の
患
者
会
と

協
力
し
て
、
会
場
の
一
角
に
展
示
ブ
ー
ス

を
設
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。
大
阪
か
ら
は

岡
田
会
長
を
始
め
、
中
山
事
務
局
長
、
幹

事
の
池
内
・
加
納
・
小
林
が
参
加
し
ま
し

た
。
相
談
医
の
先
生
方
の
ご
尽
力
で
、
企

業
展
示
室
の
み
な
ら
ず
、
ロ
ビ
ー
に
も
コ
ー

ナ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
出
来
、
多
く
の

医
療
関
係
者
に
各
患
者
会
の
概
要
を
説
明

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
各
会
の
会
報
な
ど

を
手
渡
す
と
同
時
に
、
患
者
会
活
動
に
関

し
て
理
解
を
し
て
頂
く
よ
う
、
全
国
の
医

師
に
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

二
日
目
は
特
別
の
計
ら
い
で
、
乾
癬
関

係
の
学
会
発
表
に
出
席
す
る
こ
と
が
出
来
、

最
新
の
乾
癬
治
療
の
発
表
を
聞
く
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
ま
た
大
阪
乾
癬
患
者
会
の

相
談
医
で
あ
る
日
生
病
院
の
東
山
真
里
先

生
が
、
患
者
会
活
動
に
つ
い
て
発
表
を
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
今
回
初
め
て
の
試
み
で
し
た
が
、

Ｐ
Ｒ
活
動
の
み
な
ら
ず
、
学
習
会
を
行
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
以
前
住
友
病
院
に
お
ら

れ
た
高
知
大
学
皮
膚
科
教
授
の
佐
野
栄
紀

の
お
力
添
え
で
実
現
し
た
も
の
で
す
が
、

地
元
四
国
の
方
々
に
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
頂

こ
う
と
い
う
こ
と
で
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

学
習
会
は
五
月
十
日
（
日)

の
一
時
半
よ

り
高
知
市
文
化
プ
ラ
ザ
か
る
ぽ
ー
と
で
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
事
前
に
高
知
新
聞
に
開

催
が
掲
載
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
六
十
八

名
も
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

学
習
会
は
佐
野
先
生
の
御
挨
拶
か
ら
始

ま
り
、
続
い
て
東
山
先
生
が
全
国
患
者
会

の
紹
介
を
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。
ま
た
患

者
体
験
談
と
し
て
、
山
形
乾
癬
患
者
会
の

会
長
鈴
木
氏
よ
り
、
会
員
の
方
で
非
常
に

乾
癬
に
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
の
手
記
を
読

ん
で
頂
き
ま
し
た
。
ま
た
大
阪
か
ら
は
事

務
局
長
の
中
山
氏
が
自
身
の
体
験
を
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
医
療
講
演
と
し
て
高
知

大
皮
膚
科
学
講
師
三
好
研
先
生
が
「
乾
癬

と
そ
の
治
療
法
に
つ
い
て
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
お
話
し
を
し
て
頂
き
ま
し
た
。
乾
癬

の
基
本
的
な
知
識
か
ら
、
最
新
の
生
物
学

的
療
法
ま
で
非
常
に
わ
か
り
や
す
く
お
話

し
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
質
疑
応

答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
学
習
会
終
了
後
も
参
加
者
と
各
会

の
幹
事
が
意
見
を
交
換
し
、
高
知
の
地
に

患
者
会
を
設
立
で
き
な
い
か
と
い
う
こ
と

な
ど
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
学
習

会
の
様
子
は
、
高
知
新
聞
に
取
り
上
げ
ら

れ
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
に
高
知
で
の
学
習
会
は
大
き

な
成
功
を
収
め
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

(

※
こ
の
学
習
会
の
様
子
、
及
び
講
演
記
録

は
記
録
集
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。
ま

た
学
習
会
後
、
実
際
に
高
知
で
全
国
で
十

四
番
目
の
患
者
会
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
）

3

高
知
で
は
学
習
会
も
開
催

臨
床
皮
膚
科
医
会

学習会の様子が5月22日付けの高知新聞に掲載されました。



さ
る
七
月
二
十
五
日
（
土)

と
二
十
六
日

（
日)

に
西
日
本
地
区
乾
癬
患
者
交
流
会

（
三
重
県
乾
癬
の
会
、
大
阪
乾
癬
患
者
友

の
会
、
あ
い
ち
乾
癬
患
者
友
の
会
）
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
例
年
の
三
重
の
会

の
海
水
浴
行
事
「
黒
こ
げ
に
な
っ
て
み
よ

う
会
」
を
今
回
初
め
て
、
三
つ
の
会
合
同

で
行
い
、
ま
た
毎
年
一
日
の
行
事
で
あ
っ

た
も
の
を
一
泊
二
日
の
も
の
に
し
ま
し
た
。

今
回
の
行
事
の
準
備
は
主
に
三
重
の
会
が

担
当
さ
れ
、
大
阪
か
ら
は
岡
田
会
長
・
幹

事
の
小
林
の
二
人
が
参
加
。
三
つ
の
会
合

わ
せ
て
、
十
二
人
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

二
十
五
日
（
土)

は
例
年
の
よ
う
に
三
重

県
度
会
郡
南
伊
勢
町
に
あ
る
に
わ
浜
海
岸

で
海
水
浴
を
行
い
ま
し
た
。
三
重
の
会
長

稲
垣
氏
を
始
め
、
今
年
も
市
立
四
日
市
病

院
皮
膚
科
部
長
の
谷
口
芳
記
先
生
も
御
参

加
さ
れ
ま
し
た
。
食
材
を
買
っ
た
後
、
海

岸
で
テ
ン
ト
設
営
の
後
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

と
な
り
ま
し
た
。
今
年
は
三
重
の
会
の
会

員
の
息
子
さ
ん
や
お
嬢
さ
ん
な
ど
ご
家
族

も
参
加
も
あ
り
、
例
年
に
な
く
華
や
か
な

感
じ
と
な
り
ま
し
た
。
天
気
も
素
晴
ら
し

く
、
海
に
入
っ
た
り
、
体
を
焼
い
た
り
、

テ
ン
ト
の
中
で
焼
き
肉
を
賞
味
し
な
が
ら

話
に
花
を
咲
か
せ
る
な
ど
、
楽
し
い
一
時

と
な
り
ま
し
た
。

そ
し
て
更
に
今
年
は
南
勢
町
礫
浦
の
民

宿
「
と
よ
や
勘
兵
衛
」
で
一
泊
し
、
懇
親

会
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
民
宿
は
や
や
高

台
に
あ
り
、
伊
勢
志
摩
の
複
雑
に
入
り
組

ん
だ
入
江
が
一
望
で
き
る
絶
好
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
あ
り
、
部
屋
か
ら
も
素
晴
ら
し

い
眺
め
で
し
た
。
懇
親
会
で
は
大
き
な
魚

の
活
け
作
り
な
ど
食
べ
き
れ
な
い
ほ
ど
の

海
の
幸
い
っ
ぱ
い
の
料
理
を
頂
き
ま
し
た
。

落
ち
着
い
た
気
さ
く
な
民
宿
で
、
話
も
大

変
弾
み
、
楽
し
い
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

次
の
日
は
、
我
々
患
者
と
宿
を
共
に
し

て
頂
い
た
谷
口
先
生
を
囲
ん
で
学
習
会
を

行
い
ま
し
た
。
学
習
会
と
い
っ
て
も
十
人

足
ら
ず
で
す
の
で
、
先
生
を
囲
ん
で
気
さ

く
な
相
談
会
と
い
う
感
じ
に
な
り
ま
し
た
。

谷
口
先
生
の
方
か
ら
は
用
意
し
て
頂
い
た

レ
ジ
メ
に
基
づ
き
、
乾
癬
の
治
療
方
や
気

を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
な
ど
を
丁

寧
に
ご
説
明
し
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後

は
会
員
の
方
か
ら
治
療
方
や
使
用
し
て
い

る
薬
な
ど
に
関
し
て
色
々
質
問
し
ま
し
た
。

谷
口
先
生
は
い
ず
れ
の
質
問
に
も
非
常
に

丁
寧
に
答
え
て
頂
き
ま
し
た
。
学
習
会
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
受
け
る
堅
苦
し
い
も

の
で
は
な
く
、
ほ
ん
と
う
に
ド
ク
タ
ー
を

囲
ん
で
の
懇
話
会
と
い
う
感
じ
で
、
日
頃

医
者
に
質
問
で
き
な
い
よ
う
な
こ
と
も
気

軽
に
色
々
話
が
で
き
、
非
常
に
有
意
義
か

つ
充
実
し
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
あ
と
、
全
員
で
伊
勢
神
宮
・
外
宮

の
方
へ
お
参
り
に
行
き
ま
し
た
。
内
宮
と

は
異
な
っ
て
人
も
そ
ん
な
に
多
く
な
く
、

境
内
の
巨
木
の
中
で
静
か
な
雰
囲
気
を
味

わ
い
ま
し
た
。

神
社
前
で
解
散
と
な
り
ま
し
た
が
、
二

日
間
ゆ
っ
た
り
と
時
間
が
あ
り
、
ま
た
内

容
も
多
彩
で
本
当
に
楽
し
い
懇
親
会
と
な

り
ま
し
た
。
会
の
準
備
を
し
て
頂
い
た
三

重
の
会
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

4

三重・愛知・大阪 西日本合同懇親会

海水浴と民宿で楽しいひととき

ミニ学習会も開催

海岸で焼き肉パーティ

みんなで集合写真

民宿「とよや勘兵衛」

谷口先生を囲んでミニ学習会
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5月31日（日)に大阪乾癬患者会(梯の会）主宰の会員懇親会が行われました。

今回は3回目となる京都府立植物園の散策に行きました。

10時30分に京都市営地下鉄「北山」駅に集合しました。前日から少し雨模様で

天気が心配されましたが、当日は雨も上がり、あまり暑くもなく絶好の散策日和

となりました。植物園入場前にまず近くのレストラン「キャピタル東洋亭」に入

り、昼食をとりました。いつも行列が出来る人気の店ですが、お昼前だったこと

もあり、席も確保でき、アツアツのハンバーグやパスタなどを頂きました。ビールも少し入り、話が大変弾みまし

た。その後、植物園に入場。広大な敷地の中、様々な種類の花々が色とりどりに咲いている中、のんびりとあちこ

ちを歩き回りました。温室では熱帯植物の極彩色の姿を観賞しました。さほど混雑もしておらず、日頃の仕事や用

事のストレスも忘れ、自然にたっぷり親しむことが来ました。

また今回は建築家でいらっしゃる幹事の妻木氏のご案内により、さらに世界文化遺産でもある上賀茂神社にも足

を延ばしました。妻木氏の方より、神殿や多くの建物について、詳しい説明をして頂き、参加者一同、「なるほど

そういうことだったのか」と普通の見学では決して分からないことをたくさん教えて頂き、感心するばかりでした。

歴史にも造詣の深い妻木氏のお陰で大変勉強になった見学となりました。

非常に楽しい一日となりましたが、来年度からはまた場所を変えての懇親会なども企画したいと思いますので、

会員の皆様方の多くの御参加をお願いしたいと思います。

日生病院地区懇談会開催報告
4月23日(木) 第9回
一般の方11名、幹事3名、日生関係者2名の計16名の参加者がありました。

今回は、2階のカンファレンス室へは行きづらいとの意見がありましたので、場所を変えて、1階の面談室でおこな

いました。ところが、場所が狭いうえに予想外の参加者で、超満員。なかには福井県や島根県からこられた方もい

らっしゃいました。4時までの予定でしたが、話が弾み1時間延長となりました。

地方都市ではなかなか乾癬の専門治療が受けられない現状を目の当たりにして、たった1時間の通院時間で恩恵を

受けられるありがたさを再認識したのでした。（もう、少々待たされても不平は申しません。島根県から来院する

ことを思えば、なんてことはない、と建前氏は申しておりますが、やっぱり待ち時間は短いほうがいい、と本音く

んは思うのでした。）

7月14日(火) 第10回
一般参加の方は3名、幹事5名、日生関係者2名の計10名参加。

今回の会場はいつものカンファレンスルームになりました。今回は生物学的製剤の情報から治療方法まで幅広い話

になりました。参加者からのアンケートにもいろいろ教えていただけて良かったと書かれていました。生物学的製

剤の早期承認が、大勢の方の署名の成果となればこれほどうれしいことはありません。と同時に、全国の患者会が

大同団結して、日本の患者会として世界中の患者会と交流する、あるいは、乾癬の患者会のみならず、日本の他の

疾患の患者会とも交流をはかり、ドラッグラグともいわれている日本の医療行政に一石を投じ、薬剤承認の促進が

はかれるようになればよいと、願っております。(桔梗）

★次回の日生地区懇談会は、10月15日(木)です。みなさまのご参加をおまちしています。

吉川邦彦先生(大阪大学名誉教授 本会相談医）が市立池田病院で乾癬の診療
大阪乾癬患者会(梯の会）の創立に多大な貢献をして頂いた吉川邦彦先生は大阪大学を御退職後も本会の為に一

方ならぬ御尽力をして頂いていますが、現在市立池田病院で乾癬の治療を行っておられます。

「主に、重症、難治性乾癬のための専門外来です。完全全予約制ですので、現在、他院に通院中の方は、その医院

で地域医療連携室を通して予約を取ってもらってください。また、紹介状をお持ちでない場合は、一旦、通常の皮

膚科外来を受診していただき、そこで乾癬外来について相談していただくことが可能です。乾癬外来は水曜の午後

に行います。2週に1度のペースで診察日を設ける予定ですが、祝日がある場合には、ずれることがあります。詳細

につきましては、平日、午後2時から4時の間に、皮膚科外来までお電話にてお問い合わせください。(池田病院HP

より）」 ◆市立池田病院＝563-8510 大阪府池田市城南3丁目1番18号 TEL:072(751)2881



御
紹
介
に
預
か
り
ま
し
た
京
都
大
学
の

高
橋
健
造
と
申
し
ま
す
。
京
都
大
学
で
は

乾
癬
を
含
め
た
角
化
症
と
い
う
皮
膚
疾
患

を
担
当
し
て
お
り
ま
す
。
今
日
は
乾
癬
の

病
態
と
、
そ
の
病
態
を
踏
ま
え
た
上
で
最

近
開
発
さ
れ
た
、
生
物
学
的
製
剤
と
い
う

新
し
い
乾
癬
に
対
す
る
注
射
薬
の
話
を
用

意
い
た
し
ま
し
た
。

皮
膚
科
で
は
乾
癬

を
含
め
い
ろ
い
ろ
な
皮
膚
の
病
気
を
診
ま

す
。
現
在
の
日
本
人
に
と
っ
て
最
も
ポ
ピ
ュ

ラ
ー
で
、
社
会
的
に
も
問
題
に
な
っ
て
い

る
皮
膚
疾
患
と
し
て
、
ま
ず
は
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
が
挙
げ
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

こ
の
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
と
な
ら
ぶ
皮
膚

科
の
代
表
疾
患
と
し
て
、
今
回
の
尋
常
性

乾
癬
が
含
ま
れ
る
炎
症
性
角
化
症
と
い
う

病
気
が
あ
り
ま
ず
。
こ
れ
ら
が
皮
膚
科
の

中
で
も
メ
ジ
ャ
ー
な
二
つ
の
皮
膚
の
病
気

で
す
。
こ
の
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
と
尋
常

性
乾
癬
は
、
同
じ
よ
う
な
皮
膚
の
赤
い
症

状
を
呈
す
る
割
に
は
、
互
い
に
全
く
異
な

る
面
も
あ
り
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
と
尋

常
性
乾
癬
を
対
比
さ
せ
る
こ
と
で
、
よ
り

互
い
の
病
気
の
理
解
が
深
ま
り
ま
す
。

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
と
い
う
の
は
、
赤

ん
坊
や
乳
幼
児
の
頃
な
ど
に
発
症
し
て
、

体
の
皮
膚
が
ガ
サ
ガ
サ
に
乾
燥
し
、
角
層

が
薄
く
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
て
、
痒
み
や
浸

出
液
な
ど
が
生
じ
る
疾
患
で
す
。
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
は
、
皮
膚
の
角
層
を
構
築
す
る

タ
ン
パ
ク
質
が
遺
伝
的
に
低
下
す
る
た
め

に
皮
膚
が
乾
燥
し
、
ア
ト
ピ
ー
肌
に
な
る

こ
と
が
ま
ず
始
ま
り
で
あ
る
と
い
う
の
が

最
近
の
皮
膚
科
の
研
究
で
解
明
さ
れ
ま
し

た
。

一
方
、
尋
常
性
乾
癬
で
す
が
、
多

か
れ
少
な
か
れ
角
層
が
厚
く
な
り
鱗
屑
を

付
着
す
る
紅
斑
が
全
身
に
広
が
る
疾
患
で

す
。
ど
ち
ら
も
体
の
中
の
免
疫
、
ア
レ
ル

ギ
ー
反
応
が
そ
の
病
態
に
深
く
関
与
し
て

い
ま
す
。
免
疫
学
的
な
原
因
の
点
か
ら
み

ま
す
と
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
と
尋
常
性

乾
癬
の
症
状
は
似
て
い
て
も
、
そ
の
本
質

は
非
常
に
異
な
る
皮
膚
病
で
あ
り
ま
す
。

し
か
し
医
学
と
い
う
の
は
そ
う
簡
単
に
そ

れ
ぞ
れ
の
病
気
に
良
く
効
く
治
療
法
が
見

つ
か
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
つ
い
最
近

ま
で
あ
る
い
は
現
在
も
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
と
尋
常
性
乾
癬
に
ほ
と
ん
ど
同
じ
よ

う
な
治
療
法
で
対
処
し
て
い
ま
す
。

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
と
尋
常
性
乾
癬
を

少
し
簡
単
に
比
べ
て
み
ま
す
。
日
本
で
は

圧
倒
的
に
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の
患
者
さ

ん
が
多
い
よ
う
で
す
。
尋
常
性
乾
癬
の
患

者
さ
ん
と
い
う
の
は
軽
症
例
ま
で
多
く
見

積
も
っ
て
も
、
日
本
人
全
体
の
人
口
の
、

〇
、
五
％
ほ
ど
ま
で
い
か
な
い
患
者
さ
ん

の
数
か
と
思
い
ま
す
。
一
方
、
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
は
軽
症
ま
で
入
れ
る
と
、
学
童

期
に
入
る
前
ぐ
ら
い
ま
で
の
六
～
七
歳
頃

が
一
番
患
者
さ
ん
の
数
が
多
い
で
す
け
れ

ど
、
十
％
弱
ぐ
ら
い
の
子
ど
も
は
ア
ト
ピ
ー

6

乾
癬
学
習
会in

大
津

医
療
講
演
よ
り

「

尋
常
性
乾
癬
の
治
療
薬
と

し
て
の
生
物
学
的
製
剤
」

京
都
大
学
医
学
部
皮
膚
科

高
橋
健
造

高橋健造先生



性
皮
膚
炎
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
こ

ろ
が
外
国
を
見
て
み
ま
す
と
、
乾
癬
の
頻

度
は
白
人
系
の
ア
メ
リ
カ
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

で
は
、
軽
い
乾
癬
の
症
状
ま
で
含
め
ま
す

と
、
人
口
の
三
％
ぐ
ら
い
の
発
症
頻
度
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
日
本
で
は
ア
ト
ピ
ー

性
皮
膚
炎
と
い
う
の
は
一
般
の
方
も
使
わ

れ
る
用
語
で
新
聞
に
出
て
き
て
も
特
に
注

釈
な
く
使
わ
れ
ま
す
が
、
逆
に
欧
米
で
は

乾
癬(

ソ
ラ
イ
ア
シ
ス
＝P

s
o
r
i
a
s
i
s
)

と
い

う
単
語
は
、
日
常
生
活
の
中
で
、
一
般
の

方
に
も
普
通
に
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
単

語
で
す
。
白
人
の
方
は
、
家
族
や
友
達
の

中
に
多
か
れ
少
な
か
れ
一
人
や
二
人
ぐ
ら

い
は
尋
常
性
乾
癬
の
患
者
さ
ん
が
い
る
の

で
、
逆
に
非
常
に
通
じ
や
す
い
言
葉
で
あ

り
ま
す
。

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
は
、
就
学
前
、
あ

る
い
は
乳
児
・
乳
幼
児
ぐ
ら
い
か
ら
発
症

し
成
人
ま
で
持
ち
越
す
患
者
さ
ん
も
い
ま

す
が
、
基
本
的
に
は
小
さ
い
子
ど
も
で
あ

れ
ば
あ
る
ほ
ど
患
者
さ
ん
の
数
は
多
い
で

す
。
小
学
校
・
中
学
校
・
高
校
へ
と
あ
が

る
う
ち
に
、
そ
の
う
ち
何
％
か
が
治
っ
て

き
ま
す
。
だ
か
ら
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
型
で
年
齢

が
い
け
ば
い
く
ほ
ど
患
者
さ
ん
の
数
が
少

な
く
な
り
ま
す
。
一
方
、
尋
常
性
乾
癬
の

発
症
は
子
ど
も
さ
ん
の
発
症
も
多
い
で
す

が
、
や
は
り
思
春
期
ぐ
ら
い
の
十
代
か
ら

二
十
代
に
一
つ
の
ピ
ー
ク
が
あ
り
、
さ
ら

に
中
年
期
に
も
う
一
つ
の
ピ
ー
ク
が
あ
り

ま
す
。
若
い
頃
か
ら
高
齢
期
に
か
け
て
、

常
に
少
し
ず
つ
発
症
す
る
患
者
さ
ん
が
お

ら
れ
ま
す
。

男
女
差
で
す
が
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎

は
ほ
ぼ
男
女
に
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

尋
常
性
乾
癬
と
い
う
疾
患
は
男
性
に
多
い

病
気
で
す
。
こ
う
い
っ
た
患
者
さ
ん
の
会

で
も
、
見
渡
し
ま
す
と
や
は
り
男
性
の
患

者
さ
ん
が
多
い
よ
う
で
す
。
結
局
全
体
の

患
者
さ
ん
と
い
う
の
は
男
性
の
方
が
二
倍

く
ら
い
多
い
と
い
う
統
計
で
す
。

こ
の
二
十
か
ら
三
十
年
の
間
、
尋
常
性

乾
癬
の
病
態
の
研
究
は
皮
膚
科
の
中
で
は

メ
イ
ン
テ
ー
マ
で
あ
り
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
よ
り
は
、
は
る
か
に
研
究
が
進
ん
で

い
た
の
で
す
。

し
か
し
、
こ
の
二
年
前
に
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎
の
原
因
が
、
皮
膚
の
一
番
外
側
で

あ
る
角
層
を
作
る
た
め
の
フ
ィ
ラ
グ
リ
ン

と
い
う
タ
ン
パ
ク
質
に
異
常
が
あ
る
こ
と

が
、
本
当
の
原
因
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が

理
解
さ
れ
、
逆
に
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
の

研
究
が
あ
っ
と
い
う
間
に
進
行
し
ま
し
た
。

遺
伝
的
体
質
を
比
較
し
て
み
る
と
、
も
ち

ろ
ん
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
と
い
う
の
は
ア

レ
ル
ギ
ー
体
質
で
、
喘
息
や
鼻
炎
な
ど
を

合
併
し
が
ち
で
す
け
れ
ど
、
逆
に
尋
常
性

乾
癬
の
患
者
さ
ん
と
い
う
の
は
反
ア
ト
ピ
ー

体
質
で
あ
り
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
と
尋

常
性
乾
癬
と
い
う
の
は
、
免
疫
学
的
な
バ

ラ
ン
ス
は
背
反
す
る
、
お
互
い
が
全
く
反

対
の
バ
ラ
ン
ス
の
病
気
で
す
。
少
し
専
門

的
な
言
い
方
に
な
り
ま
す
が
、
人
間
の
体

を
守
る
た
め
の
リ
ン
パ
球
で
す
が
、
リ
ン

パ
球
の
中
に
も
色
々
な
分
類
が
あ
り
ま
す
。

中
で
も
Ｔ
細
胞
型
の
リ
ン
パ
球
に
は1

型
、

2

型
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、2

型
が
優
位
に

な
る
の
は
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
、1

型
あ
る

い
は1

7

型
が
優
位
に
な
る
の
が
尋
常
性
乾

癬
と
は
っ
き
り
パ
タ
ー
ン
が
違
い
ま
す
。

こ
の
免
疫
学
的
な
バ
ラ
ン
ス
・
体
質
が
ア

ト
ピ
ー
と
乾
癬
で
は
は
っ
き
り
と
違
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
残
念
な
こ
と
に
医
学
の
進

歩
が
そ
こ
ま
で
至
っ
て
い
な
い
の
で
、
治

療
法
を
考
え
る
と
変
わ
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。

乾
癬
の
患
者
さ
ん
も
ア
ト
ピ
ー
の
患
者
さ

ん
も
ス
テ
ロ
イ
ド
の
外
用
薬
を
皆
さ
ん
使

わ
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
内
服
薬

で
す
と
ネ
オ
ー
ラ
ル
と
い
う
免
疫
抑
制
剤

は
、
乾
癬
の
患
者
さ
ん
に
も
使
い
ま
す
し

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
も
使
い
ま
す
。
免

疫
学
的
に
は
本
態
は
違
う
ア
ト
ピ
ー
と
乾

癬
で
す
が
治
療
法
と
な
る
と
、
あ
ま
り
違
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い
が
な
い
と
い
う
の
が
せ
い
ぜ
い
で
あ
り
、

今
ま
で
の
医
学
の
限
界
で
し
た
。

そ
れ
が
、
や
っ
と
最
近
に
な
っ
て
乾
癬
に

対
す
る
注
射
の
薬
が
使
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
今
回
お
話
す
るT

N
F
α

と
い
う
サ

イ
ト
カ
イ
ン
は
人
間
を
守
る
た
め
に
あ
る

免
疫
物
質
の
一
つ
で
す
が
、
そ
れ
が
多
す

ぎ
る
の
で
そ
れ
を
抑
え
る
、
あ
る
い
は
イ

ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン1

2

と
い
う
乾
癬
型
の
免

疫
バ
ラ
ン
ス
を
、
も
と
に
も
ど
す
た
め
に
、

こ
の
イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン1

2

を
抑
え
る
治

療
法
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
乾
癬

の
治
療
に
特
化
し
た
治
療
法
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
使
う
と
、

も
ち
ろ
ん
そ
ん
な
こ
と
は
し
ま
せ
ん
が
、

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
が
悪
く
な
る
と
い
う

治
療
法
で
も
あ
り
ま
す
。

乾
癬
の
典
型
的
な
皮
疹
を
見
て
み
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
白
く
ガ
サ
ガ
サ
の
厚
く
な
っ

た
角
層
を
作
る
の
が
乾
癬
で
す
。
角
層
と

い
う
の
は
人
間
の
皮
膚
に
と
っ
て
は
非
常

に
大
事
な
、
な
く
て
は
な
ら
な
い
層
な
の

で
す
が
、
行
き
過
ぎ
る
と
確
か
に
ガ
サ
ガ

サ
し
て
機
能
が
不
完
全
な
角
層
が
出
来
て

し
ま
い
ま
す
。
こ
れ
が
全
身
へ
と
広
が
っ

て
い
き
ま
す
。
乾
癬
は
確
か
に
な
か
な
か

治
ら
な
い
病
気
で
す
。
皆
さ
ん
実
感
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
が
、
乾
癬
に
は
波
が

あ
り
ま
す
。
特
に
自
分
が
何
か
し
た
か
ら

と
い
う
わ
け
で
は
な
く
、
季
節
だ
か
ら
と

い
う
わ
け
で
も
な
く
、
医
者
が
何
か
し
た

か
ら
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
常
に

大
き
な
波
と
小
さ
な
波
が
あ
り
ま
す
。
数
ヶ

月
単
位
の
波
も
あ
る
で
し
ょ
う
し
、
人
生

の
中
で
も
波
が
あ
る
の
は
、
乾
癬
患
者
さ

ん
に
皆
共
通
し
ま
す
。

も
う
一
つ
の
重
要
な
点
は
、
乾
癬
は
非
常

に
治
り
づ
ら
く
て
、
人
生
の
中
で
何
十
年

も
患
う
患
者
さ
ん
が
多
い
で
す
が
進
行
性

と
は
言
え
な
い
点
で
す
。
こ
れ
は
す
ご
く

重
要
な
点
な
の
で
す
が
、
二
十
歳
で
発
症

し
て
、
非
常
に
き
つ
く
発
疹
が
出
た
患
者

さ
ん
が
、
五
十
代
・
六
十
代
で
も
っ
と
も
っ

と
き
つ
い
か
と
い
う
と
そ
う
い
う
わ
け
で

も
あ
り
ま
せ
ん
し
、
波
が
あ
っ
て
か
つ
ま

た
進
行
性
で
は
な
い
と
い
う
の
は
乾
癬
の

大
き
な
特
徴
で
す
。
名
前
が
乾
癬
で
す
が
、

感
染
性
＝
「
人
に
移
る
」
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
こ
の
病
気
で
決
し
て
死
ぬ
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
の
所
、
残
念
な
が

ら
原
因
不
明
で
す
。
全
身
の
皮
膚
に
出
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
先
程
会
長
さ
ん
の
話

に
も
あ
り
ま
し
た
が
、
頭
に
も
出
や
す
い

で
す
が
、
脛
や
腰
は
治
り
づ
ら
い
と
い
う

よ
う
な
色
々
な
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
従
来

こ
れ
は
皮
膚
の
病
気
な
の
か
、
免
疫
の
病

気
な
の
か
と
常
に
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
遺
伝
す
る
病
気
な
の
か
、
環
境
に
よ
っ

て
起
こ
る
病
気
な
の
か
と
い
う
考
え
が
常

に
あ
り
ま
す
。

簡
単
に
疫
学
と
い
う
も
の
で
解
析
し
て
み

ま
す
。
疫
学
と
い
う
の
は
、
一
人
一
人
の

患
者
さ
ん
に
と
っ
て
は
非
常
に
バ
ラ
エ
テ
ィ

に
富
ん
で
い
て
も
、
患
者
さ
ん
を
多
数
統

計
学
的
に
解
析
し
て
し
ま
う
と
、
そ
の
病

気
、
乾
癬
の
特
徴
が
見
え
て
く
る
、
こ
れ

が
疫
学
で
す
。
日
本
で
は
先
程
の
数
字
で
、

軽
症
ま
で
含
め
る
と
大
体
人
口
の
〇
、
三

％
ぐ
ら
い
の
発
症
で
す
。
だ
か
ら
一
億
何

千
万
人
の
、
〇
、
三
％
の
数
の
日
本
人
は

乾
癬
を
持
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
で
も
ア
メ

リ
カ
な
ど
で
は
三
～
五
％
弱
ぐ
ら
い
の
有

病
率
で
日
本
の
十
倍
ほ
ど
患
者
さ
ん
が
い

ま
す
。
日
本
で
も
ど
ん
ど
ん
増
加
し
て
き

て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ハ
ワ
イ
に
移

住
し
た
日
系
人
の
母
集
団
の
中
で
も
ど
ん

ど
ん
増
え
て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
ア
メ

リ
カ
型
の
食
生
活
と
い
う
の
が
影
響
し
て

い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
エ
ス

キ
モ
ー(

イ
ヌ
イ
ッ
ト)

の
人
は
非
常
に
ア

ジ
ア
人
に
近
い
人
種
で
す
が
、
エ
ス
キ
モ
ー

の
人
に
は
全
く
尋
常
性
乾
癬
は
存
在
し
な

い
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
遺
伝
的

要
素
と
環
境
的
要
素
の
両
面
が
あ
る
疾
患
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で
あ
り
ま
す
。
男
女
比
は
男
の
方
が
二
倍

ほ
ど
多
い
病
気
で
す
。
遺
伝
的
な
傾
向
が

全
く
な
い
わ
け
で
は
な
い
病
気
で
す
。
家

族
の
範
囲
の
定
義
に
も
よ
り
ま
す
が
、
京

大
病
院
の
統
計
で
も
、
大
体
家
族
の
中
に

同
じ
尋
常
性
乾
癬
の
患
者
さ
ん
を
持
っ
て

い
る
率
は
十
四
％
ぐ
ら
い
で
あ
る
と
い
う

統
計
が
あ
り
ま
す
。
実
は
こ
の
乾
癬
と
い

う
疾
患
は
、
家
族
内
の
発
症
率
と
い
う
の

は
割
と
高
い
方
で
す
。
こ
れ
は
数
年
前
の

「
ネ
イ
チ
ャ
ー
」
の
デ
ー
タ
で
す
が
、
一

番
上
に
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
遺
伝
的
傾
向
が

強
い
と
い
う
図
で
す
。
そ
の
一
番
上
に
は

尋
常
性
乾
癬
と
な
っ
て
い
ま
す
。
遺
伝
病

で
は
な
い
け
れ
ど
、
家
族
的
に
発
症
し
や

す
い
傾
向
が
あ
る
と
い
う
意
味
で
は
、
白

人
の
世
界
で
は
一
番
乾
癬
が
そ
の
家
族
内

発
症
の
傾
向
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
こ
の
乾
癬
よ
り
は
遺
伝
し
に
く
い

体
質
と
し
て
、
Ｉ
Ｑ
、
い
わ
ゆ
る
知
能
で

す
と
か
、
肥
満
傾
向
と
か
統
合
失
調
症
と

か
も
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
病
気
よ
り

乾
癬
は
遺
伝
的
背
景
が
強
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

日
本
の
乾
癬
学
会
の
報
告
で
す
と
、
発

症
年
齢
は
ゼ
ロ
歳
で
発
症
す
る
子
ど
も
も

い
る
し
、
九
十
七
歳
の
お
じ
い
ち
ゃ
ん
に

な
っ
て
か
ら
発
症
し
た
と
い
う
方
ま
で
お

ら
れ
ま
す
。
だ
か
ら
人
生
を
通
し
て
ど
ん

な
方
に
も
発
症
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

一
度
発
症
す
る
と
な
か
な
か
治
ら
な
い
と

い
う
こ
と
で
、
京
大
病
院
の
症
例
で
す
と
、

罹
患
年
数
は
平
均
十
六
年
、
四
十
年
間
ず
っ

と
患
っ
て
通
っ
て
お
ら
れ
る
患
者
さ
ん
ま

で
お
ら
れ
ま
す
。
合
併
症
と
し
て
は
糖
尿

病
系
、
メ
タ
ボ
系
の
合
併
症
が
多
い
疾
患

で
あ
り
ま
す
の
で
、
少
し
心
臓
の
方
の
病

気
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
レ
ポ
ー
ト

が
ア
メ
リ
カ
の
乾
癬
学
会
か
ら
出
て
い
ま

す
。
狭
心
症
で
す
と
か
、
心
筋
梗
塞
の
率

が
若
干
高
い
と
い
う
報
告
も
あ
り
ま
す
。

最
も
特
徴
的
な
の
が
、
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚

炎
と
の
合
併
が
全
く
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。
京
大
病
院
の
乾
癬
の
症
例
で
母
集
団

は
百
人
程
度
な
の
で
す
が
、
こ
う
い
う
こ

と
が
出
て
い
ま
す
。
日
本
の
人
口
当
た
り

十
％
ほ
ど
が
ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
に
か
か
っ

て
い
る
率
に
な
り
ま
す
の
で
、
こ
の
全
く

合
併
し
な
い
と
い
う
の
は
病
因
的
に
も
非

常
に
意
味
の
あ
る
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち

ア
ト
ピ
ー
性
皮
膚
炎
と
尋
常
性
乾
癬
と
は

正
反
対
の
病
気
で
、
皮
膚
に
出
る
同
じ
よ

う
な
病
気
で
す
が
、
正
反
対
の
病
気
で
お

互
い
合
併
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
こ
が
治
療
法
の
カ
ギ
と
も
な
っ

て
い
ま
す
。

皮
疹
の
出
る
場
所
で
す
が
、
体
中
ど
こ

に
乾
癬
の
皮
疹
は
出
て
も
お
か
し
く
な
い

の
で
す
が
、
頭
に
最
初
出
や
す
く
て
、
ま

た
ど
ん
な
に
強
い
治
療
を
し
て
い
て
も
最

後
に
残
る
の
は
腰
で
あ
っ
た
り
、
脛
の
前

の
方
だ
っ
た
り
し
ま
す
。
そ
う
い
う
所
が

治
り
づ
ら
い
病
気
で
も
あ
り
ま
す
。
特
に

皆
さ
ん
実
感
さ
れ
て
お
ら
れ
る
で
し
ょ
う

け
れ
ど
も
、
脛
の
所
と
か
腰
の
所
と
か
は
、

ど
ん
な
治
療
法
を
使
っ
て
も
最
終
的
に
治

り
づ
ら
い
部
位
で
あ
り
ま
す
。
先
程
の
東

山
先
生
の
ス
ラ
イ
ド
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、

ケ
ブ
ネ
ル
現
象
と
い
っ
て
、
ぶ
つ
か
っ
た

り
紫
外
線
に
強
く
当
た
っ
た
り
と
か
、
爪

で
掻
い
た
り
な
ど
、
皮
膚
に
刺
激
を
す
る

と
乾
癬
が
悪
く
な
る
と
い
う
特
徴
も
あ
り

ま
す
。

尋
常
性
乾
癬
と
い
う
の
は
、
一
部
の
皮

膚
に
の
み
で
る
人
も
い
ま
す
が
、
非
常
に

激
し
く
全
身
の
皮
膚
に
広
が
っ
た
り
、
関

節
の
痛
み
や
変
形
を
伴
っ
た
り
、
ま
た
膿

疱
と
い
っ
て
皮
膚
に
膿
が
た
ま
っ
て
し
ま

う
タ
イ
プ
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
膿
疱

性
乾
癬
は
割
と
重
症
で
入
院
が
必
要
と
な

り
ま
す
し
、
昔
で
す
と
こ
れ
が
原
因
で
亡

く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

色
々
乾
癬
に
も
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
が
、

多
く
は
や
は
り
皮
膚
に
だ
け
出
来
る
と
い

う
余
り
進
行
性
の
な
い
尋
常
性
乾
癬
と
い

う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
が
治
療
法
を

考
え
る
時
に
多
少
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
点
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
ス
ラ
イ
ド
は
京
大
の
乾
癬
の
患
者

さ
ん
で
す
。
尋
常
性
乾
癬
で
、
一
番
典
型

的
な
尋
常
性
乾
癬
だ
っ
た
で
す
。
体
の
方

に
だ
い
ぶ
強
く
皮
疹
が
出
て
き
ま
す
し
、

足
は
真
っ
赤
に
な
っ
て
い
ま
す
。
若
い
方

で
す
が
、
普
通
の
尋
常
性
乾
癬
と
い
う
よ

り
、
も
う
少
し
広
が
っ
て
く
る
と
乾
癬
性

紅
皮
症
に
近
い
状
態
で
、
全
身
に
広
が
っ

て
し
ま
う
と
体
が
真
っ
赤
に
な
っ
て
健
常

な
皮
膚
、
白
い
皮
膚
が
あ
ま
り
残
っ
て
い

な
い
と
い
う
状
態
ま
で
進
行
し
そ
う
で
す
。

関
節
も
段
々
腫
れ
て
き
て
い
ま
す
。
脛
以

外
に
治
り
づ
ら
い
部
分
が
爪
で
す
。
爪
の

乾
癬
と
い
う
の
は
非
常
に
治
り
づ
ら
い
で

す
。
皮
膚
科
以
外
の
医
者
は
、
爪
の
病
気

と
い
う
の
は
何
で
も
か
ん
で
も
水
虫
に
し

て
し
ま
い
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
こ
の
場
合

は
水
虫
で
は
な
く
て
、
乾
癬
の
爪
の
病
態

で
す
。
今
ま
で
は
こ
の
爪
を
何
と
か
治
そ

う
と
す
る
と
ネ
オ
ー
ラ
ル
と
い
う
飲
み
薬

を
長
い
期
間
飲
む
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
最
近
の
新
し
い
注
射
で
は
こ
の
爪
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も
よ
く
き
れ
い
に
な
り
ま
す
。
ほ
と
ん
ど

皮
膚
だ
け
に
出
て
い
る
乾
癬
は
進
行
性
で

は
な
い
病
気
で
す
が
、
関
節
が
病
ん
で
く

る
関
節
性
乾
癬
と
い
う
病
気
に
限
っ
て
い

う
と
、
乾
癬
と
い
え
ど
も
進
行
性
の
病
気

で
す
。
な
る
べ
く
早
い
時
期
に
い
い
治
療

を
し
て
あ
げ
て
止
め
て
あ
げ
れ
ば
、
将
来

関
節
の
破
壊
と
か
関
節
の
痛
み
も
ま
し
に

な
り
、
よ
り
積
極
的
に
治
療
す
べ
き
タ
イ

プ
の
乾
癬
で
す
。
病
態
と
し
て
は
リ
ュ
ー

マ
チ
に
近
い
病
態
で
も
あ
り
ま
す
。
今
ま

で
は
関
節
リ
ュ
ー
マ
チ
に
対
す
る
治
療
法

を
そ
の
ま
ま
乾
癬
に
使
用
す
る
こ
と
が
多

く
て
、
今
日
の
注
射
の
薬
も
そ
れ
に
近
い

タ
イ
プ
の
薬
で
す
。
こ
れ
も
注
射
薬
が
非

常
に
よ
く
効
き
ま
す
。
そ
れ
は
病
態
が
似

て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
子
ど
も
、
赤
ん
坊
に
起
こ
っ
て
し
ま

う
小
児
性
乾
癬
と
い
う
の
が
あ
り
ま
す
。

多
く
の
場
合
、
子
ど
も
に
起
こ
っ
た
乾
癬

と
い
う
の
は
一
過
性
で
、
う
ま
く
抗
生
剤

な
ど
を
使
う
と
治
る
こ
と
も
多
い
の
で
す

が
、
こ
の
ま
ま
一
生
大
人
の
型
の
乾
癬
に

な
っ
て
続
い
て
い
く
方
も
あ
り
ま
す
。
皮

膚
の
炎
症
が
強
く
て
好
中
球
と
い
う
白
血

球
が
皮
膚
に
多
く
浸
潤
し
ま
す
と
、
別
に

細
菌
も
カ
ビ
も
つ
い
て
い
な
い
の
に
皮
膚

が
化
膿
し
た
状
態
に
な
っ
て
体
が
ジ
ュ
ク

ジ
ュ
ク
し
て
発
熱
も
出
ま
す
し
、
長
く
続

い
て
し
ま
う
と
膿
疱
性
乾
癬
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
も
シ
リ
ア
ス
な
乾
癬

の
病
型
で
す
の
で
、
き
ち
ん
と
し
た
治
療

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

乾
癬
の
治
療
の
モ
デ
ル
を
説
明
い
た
し

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
新
し
い
注
射
の
薬
が
出

来
た
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
治
療

が
全
く
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

塗
り
薬
と
い
う
の
が
や
は
り
何
と
い
っ
て

も
乾
癬
の
治
療
の
基
本
と
な
る
と
い
う
こ

と
は
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
で
す
し
、
患
者

さ
ん
自
身
一
番
自
分
の
治
療
に
寄
与
で
き

る
の
で
、
大
事
な
治
療
法
だ
と
思
い
ま
す
。

乾
癬
と
い
う
の
は
決
し
て
進
行
性
で
は
な

い
病
気
で
す
。
し
か
し
、
い
ま
ど
ん
な
に

強
い
治
療
法
、
ど
ん
な
に
す
ご
く
い
い
治

療
法
、
あ
る
い
は
逆
に
ど
ん
な
に
副
作
用

の
強
い
大
き
い
治
療
を
選
ん
だ
と
し
て
も
、

そ
の
治
療
法
と
い
う
の
は
現
在
で
て
い
る

乾
癬
の
皮
疹
を
す
ご
く
よ
く
す
る
こ
と
は

で
き
ま
す
し
、
こ
れ
か
ら
説
明
い
た
し
ま

す
注
射
薬
の
よ
う
に
皮
疹
を
全
く
ゼ
ロ
に

ま
で
持
っ
て
行
く
こ
と
も
で
き
ま
す
が
、

こ
れ
で
も
治
療
を
や
め
て
十
年
後
と
か
二

十
年
後
の
自
分
の
乾
癬
の
体
質
、
あ
る
い

は
乾
癬
そ
の
も
の
が
治
っ
て
し
ま
う
こ
と

は
、
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
今
す
る
治
療

と
い
う
の
は
現
在
の
乾
癬
を
止
め
る
だ
け

で
す
。
そ
こ
を
分
か
っ
た
上
で
治
療
法
を

選
ぶ
と
い
う
の
は
結
構
大
事
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。
例
え
ば
リ
ュ
ー
マ
チ
の
よ
う

な
病
気
で
す
と
か
、
あ
る
い
は
目
の
網
膜

が
破
壊
さ
れ
る
な
ど
、
今
止
め
て
お
か
な

け
れ
ば
十
年
後
に
全
く
関
節
や
目
が
破
壊

さ
れ
て
機
能
が
な
く
な
る
と
い
う
病
気
と

も
乾
癬
は
ま
た
少
し
違
い
ま
す
の
で
、
治

療
法
は
ゆ
っ
く
り
そ
の
患
者
さ
ん
毎
に
合

わ
せ
て
、
選
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。

だ
か
ら
乾
癬
と
い
う
病
名
が
付
い
た
か

ら
と
い
っ
て
、
ス
ト
レ
ー
ト
に
こ
の
治
療

法
し
か
な
い
、
あ
る
い
は
こ
の
治
療
法
が

一
番
い
い
と
い
う
言
い
方
が
出
来
る
病
気

で
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ん
。
乾
癬
の
患
者

さ
ん
の
年
齢
で
す
と
か
、
ど
の
く
ら
い
病

院
に
通
え
る
と
か
、
ど
れ
位
乾
癬
の
治
療

に
お
金
を
回
せ
る
か
、
あ
る
い
は
ど
の
く

ら
い
治
療
を
す
る
時
間
が
あ
る
の
か
、
と

そ
れ
ぞ
れ
の
患
者
さ
ん
に
合
わ
せ
て
治
療

法
を
選
ぶ
べ
き
で
す
。

乾
癬
の
塗
り
薬
に
は
み
な
さ
ん
よ
く
知
っ

て
い
る
通
り
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
３
と
い
う
も

の
が
あ
り
ま
す
。
ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
３
は
確
か

に
乾
癬
特
有
の
も
の
と
し
て
開
発
さ
れ
た

薬
で
す
ご
く
い
い
薬
で
す
け
れ
ど
も
、
効

果
が
出
る
の
に
少
し
時
間
が
か
か
る
た
め
、

皆
さ
ん
早
い
治
療
結
果
を
求
め
て
ス
テ
ロ

イ
ド
を
使
い
が
ち
に
な
り
ま
す
。
ス
テ
ロ

イ
ド
外
用
薬
は
効
果
も
強
く
、
良
い
薬
で

副
作
用
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
が
、
唯

一
、
年
齢
が
高
く
な
っ
て
か
ら
ス
テ
ロ
イ

ド
紫
斑
あ
る
い
は
ス
テ
ロ
イ
ド
皮
膚
萎
縮

と
い
っ
て
皮
膚
が
弱
く
な
っ
て
し
ま
う
欠

点
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
ス
テ
ロ
イ
ド
を

塗
り
続
け
て
三
十
年
や
四
十
年
経
っ
て
か

ら
の
副
作
用
な
の
で
、
な
か
な
か
実
感
が

難
し
い
で
す
が
大
き
な
デ
メ
リ
ッ
ト
で
あ

り
ま
す
。
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も
う
少
し
重
症
の
乾
癬
に
は
内
服
療
法

が
あ
り
ま
す
。
レ
チ
ノ
イ
ド
と
シ
ク
ロ
ス

ポ
リ
ン
で
す
。
レ
チ
ノ
イ
ド
、
商
品
名
チ

ガ
ソ
ン
が
皮
膚
の
角
化
を
抑
え
る
薬
で
、

ネ
オ
ー
ラ
ル
と
い
う
の
は
免
疫
を
抑
え
る

治
療
薬
で
す
。
紫
外
線
療
法
が
三
つ
目
の

柱
で
す
。
こ
れ
ま
た
す
ご
く
安
全
性
が
高

い
で
す
し
、
簡
単
な
治
療
法
で
す
。
一
日

数
分
紫
外
線
を
浴
び
る
だ
け
で
す
。
医
療

用
の
特
殊
な
紫
外
線
の
波
長
で
す
の
で
、

病
院
に
来
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
随

分
効
果
が
あ
り
ま
す
。

乾
癬
と
い
う
病
気
は
キ
リ
ス
ト
の
時
代

か
ら
あ
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
死
海
療
法
と

い
う
治
療
が
あ
り
ま
し
た
。
死
海
の
近
く

の
紫
外
線
の
強
い
所
で
、
特
に
死
海
と
い

う
の
は
塩
分
が
高
い
の
で
、
そ
の
効
果
も

合
わ
せ
て
、
今
で
も
生
涯
に
一
度
巡
礼
も

兼
ね
て
行
く
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
歴
史
を
と
お
し
て
、
紫
外
線
の
波
長

の
ど
こ
が
効
果
が
あ
る
の
か
な
ど
、
改
良

し
て
い
っ
た
の
が
、
最
近
の
紫
外
線
治
療

に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
日
の
お
話
の
タ
イ
ト
ル
の

生
物
学
的
製
剤
で
す
。
注
射
の
製
剤
だ
と

思
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
の
日
本
で
使
え
る

可
能
性
が
あ
る
の
は
大
き
く
二
つ
で
す
。T

N
F
α

と
い
う
も
の
に
対
す
る
抗
体
が
二
剤

と
イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン
と
い
う1

2

に
対
す

る
抗
体
が
一
剤
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
は
三

つ
と
も
ま
だ
治
験
中
で
認
可
待
ち
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
に
上
の
二
つ
は
多

分
二
〇
〇
九
～
二
〇
一
〇
年
に
は
認
可
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
の
三
つ

め
の
抗
イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン1

2

の
も
の
は

今
治
験
中
で
す
。
三
つ
と
も
よ
く
効
き
ま

す
。
ど
う
し
て
こ
う
い
う
治
療
法
が
出
来

た
か
と
い
う
と
、
先
程
の
ア
ト
ピ
ー
性
皮

膚
炎
と
乾
癬
の
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
に
な
り

ま
す
。
普
通
の
リ
ン
パ
球
が
ア
ト
ピ
ー
性

皮
膚
炎
型
に
い
く
か
、
乾
癬
型
化
に
い
く

か
と
い
う
の
は
二
つ
の
分
か
れ
道
が
あ
り

ま
す
。
乾
癬
型
に
行
く
方
を
抑
え
る
の
が

イ
ン
タ
ー
ロ
イ
キ
ン12

で
、
乾
癬
型
に
い
っ

て
し
ま
っ
た
リ
ン
パ
球
か
ら
出
る
物
質
を

抑
え
る
の
はT

N
F
α

、
商
品
名
が
レ
ミ
ケ
ー

ド
、
ヒ
ュ
ー
ミ
ラ
と
い
う
新
し
い
注
射
薬

で
す
。
こ
れ
ら
の
お
話
を
し
ま
す
。
こ
の

三
つ
の
注
射
薬
と
い
う
の
は
明
ら
か
に
乾

癬
、
あ
る
い
は
関
節
リ
ュ
ー
マ
チ
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
生
ま
れ
た
薬
で
だ
い
ぶ
乾

癬
に
特
化
し
た
薬
で
す
。

薬
の
開
発
は
現
在
、
世
界
の
中
で
は
や

は
り
ア
メ
リ
カ
が
最
も
進
ん
で
い
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
人
と
い
う
の
は
非
常
に
治
験
へ

の
取
り
組
み
と
か
、
病
気
を
治
そ
う
と
い

う
患
者
さ
ん
側
の
強
い
訴
え
が
あ
る
の
で
、

ど
ん
ど
ん
治
験
に
参
加
し
て
く
れ
る
と
い

う
面
も
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
こ
の
三
つ

の
抗
体
製
剤
が
治
験
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

ア
メ
リ
カ
で
は
ま
さ
ら
に
四
つ
ぐ
ら
い
既

に
注
射
薬
が
あ
り
ま
す
。
日
本
で
は
よ
く

新
聞
に
書
か
れ
ま
す
よ
う
に
新
し
い
薬
が

入
る
の
は
す
ご
く
遅
く
な
り
ま
す
が
、
逆

に
遅
い
分
、
ア
メ
リ
カ
で
使
っ
て
あ
ま
り

良
く
な
か
っ
た
、
あ
る
い
は
効
果
が
八
十

％
ぐ
ら
い
だ
っ
た
も
の
が
淘
汰
さ
れ
て
、

今
回
日
本
に
入
っ
て
く
る
生
物
学
的
製
剤

は
ア
メ
リ
カ
で
も
一
番
効
果
の
い
い
レ
ミ

ケ
ー
ド
・
ヒ
ュ
ー
ミ
ラ
・C

N
T
O
1
5
7
5

と
い

う
三
つ
の
薬
が
入
っ
て
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ

れ
三
つ
す
ご
く
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

レ
ミ
ケ
ー
ド
と
い
う
の
は
世
界
で
初
め

て
出
来
た
抗
体
製
剤
で
す
。
二
時
間
か
け

て
点
滴
し
て
、
そ
の
後
二
時
間
病
院
に
い

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
一
回
の
治
療

は
少
し
長
く
な
り
ま
す
。
基
本
的
に
一
日

か
か
る
治
療
法
で
す
。
点
滴
で
体
に
入
り

ま
す
の
で
、
他
の
二
つ
の
皮
下
製
剤
と
は

違
っ
て
、
非
常
に
速
効
性
が
あ
り
ま
す
。

点
滴
し
て
い
る
段
階
で
、
関
節
が
痛
い
の

が
そ
の
場
で
痛
く
な
く
な
る
と
言
い
ま
す

し
、
リ
ュ
ー
マ
チ
の
患
者
さ
ん
で
す
と
点

滴
中
に
手
が
上
が
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
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ぐ
ら
い
の
速
効
性
で
す
。
こ
の
生
物
学
的

製
剤
と
い
う
の
は
今
ま
で
の
よ
う
な
飲
み

薬
と
は
全
く
違
い
ま
す
の
で
、
ど
ん
な
も

の
か
少
し
簡
単
に
見
て
み
ま
す
。

こ
れ
ら
は
最
近
の
遺
伝
子
工
学
・
分
子

生
物
学
の
進
歩
に
よ
っ
て
で
き
た
薬
で
す
。

こ
れ
ま
で
の
多
く
の
薬
と
い
う
の
は
、
人

類
の
何
千
年
の
間
の
英
知
に
よ
り
、
こ
の

薬
を
飲
め
ば
何
と
な
く
痛
み
が
取
れ
る
と

い
う
の
で
、
そ
の
中
か
ら
ど
ん
な
物
質
な

の
か
抽
出
を
繰
り
返
し
、
純
粋
な
薬
が
出

来
る
。
そ
れ
が
今
ま
で
の
薬
の
作
り
方
で

し
た
。
ア
ス
ピ
リ
ン
な
ど
の
痛
み
止
め
は

そ
う
で
す
し
、
抗
生
物
質
も
細
菌
を
殺
す

物
質
を
持
っ
た
カ
ビ
を
発
見
し
た
の
が
始

ま
り
で
す
。

し
か
し
最
近
の
創
薬
と
い
う
の
は
、
有

効
な
タ
ン
パ
ク
質
を
想
定
し
、
そ
の
遺
伝

子
を
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
し
、
直
接
に
薬
を
作

る
と
い
う
も
の
で
す
。

こ
の
手
法
が
可
能
に
な
っ
た
の
は
、
最

近
、
タ
ン
パ
ク
質
と
か
遺
伝
子
の
構
造
が

よ
く
分
か
っ
て
き
た
分
子
生
物
学
が
進
歩

し
て
か
ら
の
こ
と
で
す
。
こ
の
進
歩
は
、

一
九
八
〇
年
代
に
徐
々
に
広
が
り
ま
し
た
。

当
時
、
遺
伝
子
組
み
換
え
の
細
菌
や
、
あ

る
い
は
遺
伝
子
自
身
が
特
許
と
し
てF

D
A

と

い
う
ア
メ
リ
カ
の
厚
労
省
に
当
た
る
役
所

で
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
遺

伝
子
の
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
が
企
業
化
で
き
る

と
い
う
こ
と
に
な
り
、
生
物
学
的
製
剤
と

い
う
の
が
作
り
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
も
う
十
五
年
ほ
ど
前
か
ら
で
す
が
、

最
初
は
検
査
薬
か
ら
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

次
の
段
階
の
治
療
薬
と
な
る
と
、
ま
ず
は

小
さ
な
扱
い
や
す
い
タ
ン
パ
ク
質
、
い
わ

ゆ
る
医
学
的
に
は
ペ
プ
チ
ド
と
呼
ば
れ
る

ア
ミ
ノ
酸
が
何
個
か
並
ん
だ
薬
を
作
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
ま
し
た
。
今
で
も
使
わ

れ
て
い
る
薬
と
し
て
は
、
ま
ず
は
イ
ン
シ
ュ

リ
ン
が
あ
り
ま
す
。
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
は
糖

尿
病
の
治
療
に
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
薬

で
す
が
、
最
初
の
う
ち
は
牛
の
膵
臓
か
ら

抽
出
し
て
き
た
牛
の
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
を
ヒ

ト
の
患
者
さ
ん
に
使
っ
て
い
た
の
で
す
が
、

現
在
で
は
ヒ
ト
の
遺
伝
子
に
対
応
し
た
イ

ン
シ
ュ
リ
ン
タ
ン
パ
ク
質
を
薬
と
し
て
作
っ

て
い
ま
す
。
昔
の
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
は
自
然

型
の
一
種
類
の
み
で
し
た
が
、
現
在
の
イ

ン
シ
ュ
リ
ン
は
さ
ら
に
進
化
し
、
す
ぐ
効

く
超
即
効
性
の
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
と
三
時
間

後
に
効
く
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
、
六
時
間
後
に

効
く
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
と
色
々
な
時
間
で
効

い
て
く
れ
る
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
が
あ
り
ま
す
。

人
間
の
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
の
中
の
ア
ミ
ノ
酸

を
一
つ
変
え
る
こ
と
で
、
自
由
に
薬
の
効

果
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
糖
尿
病
の
患

者
さ
ん
が
一
日
に
何
度
も
注
射
し
な
く
て

も
、
よ
り
個
人
の
血
糖
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

に
適
し
た
イ
ン
シ
ュ
リ
ン
量
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
こ
と
が
可
能
に
あ
る
わ
け
で
す
。

こ
れ
ら
は
遺
伝
子
工
学
が
進
ん
だ
た
め

可
能
に
な
っ
た
創
薬
で
す
。
あ
る
い
は
エ

リ
ス
ロ
ポ
エ
チ
ン
な
ど
、
こ
れ
は
貧
血
の

治
療
に
使
う
も
の
で
、
赤
血
球
を
増
や
す

こ
と
が
出
来
る
薬
で
、
腎
臓
病
に
よ
る
貧

血
や
抗
ガ
ン
剤
治
療
の
副
作
用
に
対
し
て

非
常
に
有
効
で
す
が
、
反
面
、
ス
ポ
ー
ツ

マ
ン
が
使
う
と
、
い
わ
ゆ
る
ド
ー
ピ
ン
グ

に
当
た
る
薬
で
も
あ
り
ま
す
。

乾
癬
に
話
を
戻
し
ま
す
。
ま
ず
今
回
最

初
に
ご
紹
介
し
ま
す
レ
ミ
ケ
ー
ド
と
い
う

乾
癬
に
対
す
る
薬
を
真
っ
先
に
開
発
し
た

の
が
ア
メ
リ
カ
の
セ
ン
ト
コ
ア
と
い
う
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
で
す
。

一
九
八
〇
年
代
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学

の
ビ
ル
セ
ッ
ク
教
授
が
、T

N
F
α

と
い
う
炎

症
物
質
の
遺
伝
子
を
見
つ
け
ま
し
た
。
そ

の
特
許
権
を
セ
ン
ト
コ
ア
が
ビ
ル
セ
ッ
ク

先
生
か
ら
買
い
と
り
、
抗TNFα

抗
体
を
作
っ

て
今
日
に
至
り
ま
す
。
ビ
ル
セ
ッ
ク
先
生

と
い
う
の
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
迫

害
さ
れ
た
チ
ェ
コ
系
の
ユ
ダ
ヤ
人
で
、
ホ
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ロ
コ
ー
ス
ト
を
逃
れ
て
ア
メ
リ
カ
に
や
っ

て
き
た
先
生
で
す
。
そ
ん
な
経
緯
も
あ
り

自
分
の
特
許
権
を
セ
ン
ト
コ
ア
へ
売
却
す

る
こ
と
で
得
た
一
億
五
千
万
ド
ル
を
、
全

て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
に
寄
付
し
た
方
で

す
。
抗T

N
F
α

抗
体
と
い
う
薬
が
効
く
病
気

が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
今
で
は
尋
常

性
乾
癬
を
は
じ
め
と
し
て
関
節
リ
ウ
マ
チ
、

ク
ロ
ー
ン
病
や
ベ
ー
チ
ェ
ッ
ト
病
、
強
直

性
脊
椎
炎
、
潰
瘍
性
大
腸
炎
な
ど
を
含
め

て
十
四
の
病
気
で
特
効
薬
と
し
て
使
わ
れ

て
い
ま
す
。
効
果
の
上
で
は
、
非
常
に
期

待
の
出
来
る
良
い
薬
だ
と
思
い
ま
す
。
問

題
点
を
挙
げ
ま
す
と
、
そ
の
一
つ
は
値
段

が
高
い
と
言
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
体
重

七
十
キ
ロ
の
人
間
で
す
と
、
一
回
の
注
射

で
約
三
十
七
万
円
の
薬
代
が
か
か
り
ま
す
。

い
ず
れ
厚
労
省
の
認
可
が
下
り
、
乾
癬
に

も
保
険
適
応
と
な
り
ま
す
と
、
現
在
は
三

割
負
担
で
す
の
で
、
約
十
万
円
を
超
え
る

金
額
が
一
度
の
点
滴
に
必
要
と
な
り
ま
す
。

治
験
で
の
効
果
を
少
し
だ
け
お
話
し
し

ま
す
。
京
大
病
院
に
通
わ
れ
て
い
た
女
性

の
乾
癬
の
患
者
さ
ん
で
す
。
乾
癬
と
し
て

も
だ
い
ぶ
重
症
な
患
者
さ
ん
で
す
。
手
足
・

体
中
に
皮
疹
が
広
が
り
関
節
も
だ
い
ぶ
病

ん
で
い
た
患
者
さ
ん
で
す
。
こ
の
方
に
こ

の
レ
ミ
ケ
ー
ド
と
い
う
注
射
を
一
回
注
射

し
ま
す
と
乾
癬
の
赤
み
が
一
気
に
ひ
き
ま

す
。
一
回
の
注
射
で
痛
ん
で
い
た
腕
も
、

痛
み
が
な
く
な
り
、
自
分
の
力
で
高
く
上

が
る
よ
う
に
な
る
ぐ
ら
い
楽
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
の
総
括
し
た
デ
ー
タ
で
す
が
、

一
回
点
滴
し
て
六
ヶ
月
後
に
は
ほ
と
ん
ど

乾
癬
と
は
診
断
で
き
な
い
く
ら
い
、
皮
疹

が
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
こ
ん
な
に

良
く
効
く
治
療
法
と
い
う
の
は
内
服
薬
で

あ
る
チ
ガ
ソ
ン
に
し
て
も
ネ
オ
ー
ラ
ル
と

比
較
し
て
も
、
十
分
に
そ
れ
ら
を
上
回
る

効
果
で
す
。
統
計
学
的
に
こ
の
注
射
の
治

療
薬
の
効
果
を
見
て
い
ま
す
と
、
乾
癬
の

皮
疹
が
治
療
前
と
比
べ
て
九
十
％
以
上
よ

く
な
っ
た
、
十
％
以
下
に
な
っ
て
し
ま
う

患
者
さ
ん
が
、
こ
の
治
療
を
受
け
た
半
分

以
上
の
方
に
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
Ｑ

Ｏ
Ｌ
と
い
う
患
者
さ
ん
の
日
常
の
苦
し
み

も
、
随
分
と
改
善
す
る
と
い
う
解
析
結
果

で
し
た
。

夢
の
治
療
法
の
よ
う
で
す
が
、
一
つ
の

問
題
点
を
挙
げ
る
と
し
ま
す
と
そ
の
値
段

で
す
。
先
ほ
ど
申
し
ま
し
た
よ
う
に
こ
の

レ
ミ
ケ
ー
ド
、
一
回
の
点
滴
で
薬
剤
の
価

格
だ
け
で
三
十
七
万
円
か
か
り
ま
す
。
健

康
保
険
が
三
割
負
担
と
し
て
、
約
十
万
円

か
か
り
二
～
三
ヶ
月
に
一
度
の
ペ
ー
ス
で

維
持
し
て
い
き
ま
す
。
費
用
の
点
も
あ
り

ま
す
の
で
、
数
回
の
点
滴
で
、
乾
癬
の
皮

疹
を
ほ
と
ん
ど
消
し
て
し
ま
っ
て
、
数
ヶ

月
た
っ
て
、
ま
た
悪
く
な
っ
て
か
ら
点
滴

す
る
と
い
う
使
い
方
も
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
レ
ミ
ケ
ー
ド
に
よ
り
、
先
ほ
ど
の
難

治
性
の
爪
の
乾
癬
や
爪
の
変
形
も
、
六
ヶ

月
後
に
は
大
分
き
れ
い
に
治
る
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
抗T

N
F

抗
体
の
別
の
製
剤
で
あ
る

ヒ
ュ
ー
ミ
ラ
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
ヒ
ュ
ー

ミ
ラ
は
、
現
時
点
で
も
京
大
病
院
で
治
験

を
継
続
中
の
薬
剤
で
す
。
私
は
三
人
の
患

者
さ
ん
に
使
わ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ヒ
ュ
ー
ミ
ラ
は
ま
ず
先
ほ
ど
の
レ
ミ

ケ
ー
ド
の
点
滴
薬
と
は
異
な
り
、
皮
下
注

射
の
お
薬
で
す
。
点
滴
は
や
は
り
一
回
の

治
療
あ
た
り
半
日
近
く
は
病
院
で
過
ご
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
時
に
は
入
院

も
必
要
で
す
。
し
か
し
こ
の
ヒ
ュ
ー
ミ
ラ

は
皮
膚
の
中
に
注
射
す
る
だ
け
で
す
。
慣

れ
て
く
る
と
患
者
さ
ん
が
自
己
注
射
す
る

こ
と
も
可
能
で
す
。
こ
ち
ら
は
二
週
間
に

一
度
、
注
射
を
継
続
す
る
お
薬
で
す
。
こ

の
注
射
は
少
々
痛
い
の
が
欠
点
で
は
あ
り

ま
す
。
日
本
で
は
関
節
リ
ウ
マ
チ
に
は
既

に
認
可
さ
れ
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ヒ
ュ
ー
ミ
ラ
の
薬
価
は
一
回
分
の
注
射
量

で
約
七
万
円
ほ
ど
で
す
。
健
康
保
険
で
三

割
負
担
と
し
ま
す
と
、
約
二
万
五
千
円
ぐ

ら
い
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
乾
癬
へ
の
適

用
は
、
レ
ミ
ケ
ー
ド
と
ヒ
ュ
ー
ミ
ラ
と
も

に
、
平
成
二
十
二
年
度
に
は
、
多
分
承
認

さ
れ
使
う
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
る
と

思
わ
れ
ま
す
。

レ
ミ
ケ
ー
ド
と
ヒ
ュ
ー
ミ
ラ
は
同
じ
抗T

N
F
α

で
も
、
ヒ
ュ
ー
ミ
ラ
は
完
全
に
ヒ
ト

の
抗
体
蛋
白
で
出
来
て
お
り
、
レ
ミ
ケ
ー

ド
が
若
干
、
マ
ウ
ス
型
の
抗
体
蛋
白
が
残
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る
の
に
比
較
し
て
よ
り
、
新
し
い
薬
剤
で

あ
る
と
い
え
ま
す
。
ヒ
ュ
ー
ミ
ラ
の
治
験

に
参
加
さ
れ
て
い
る
京
大
の
患
者
さ
ん
で

す
。
二
週
間
に
一
回
で
、
三
回
注
射
し
た

後
に
は
ほ
と
ん
ど
の
皮
疹
が
消
え
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。
今
も
治
験
を
継
続
中
で
す
が

乾
癬
の
皮
疹
は
全
く
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

別
の
若
い
男
性
の
患
者
さ
ん
で
は
、
足

が
ひ
ど
く
真
っ
赤
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

四
回
注
射
し
た
後
、
わ
ず
か
に
紅
斑
が
残

る
だ
け
で
す
。
こ
の
二
人
の
患
者
さ
ん
は

全
く
皮
疹
が
出
な
く
な
っ
て
、
今
も
二
週

間
に
一
度
注
射
に
来
て
い
ま
す
。
全
く
皮

疹
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
と
も
う
皮
膚
科

の
方
で
も
、
こ
の
患
者
さ
ん
が
乾
癬
と
は

全
然
分
か
ら
な
い
で
す
。
や
は
り
同
じ
よ

う
に
爪
に
も
効
き
ま
す
。
爪
甲
剥
離
型
の

乾
癬
の
爪
の
症
状
が
一
年
後
は
全
く
な
く

な
っ
て
い
ま
す
。
背
中
の
方
の
皮
疹
も
紅

斑
も
全
く
な
く
な
り
ま
す
。
こ
の
新
し
い

薬
も
よ
く
効
く
の
で
す
が
、P

A
S
I

の
変
遷

を
み
て
も
圧
倒
的
に
よ
く
な
っ
て
き
ま
す
。

ほ
ぼ
百
％
治
る
人
が
治
験
の
中
で
も
た
く

さ
ん
出
て
き
ま
す
。
リ
ュ
ー
マ
チ
の
患
者

さ
ん
は
、
こ
の
薬
で
も
痛
み
が
百
％
治
る

わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
乾
癬
に
関
し

て
は
皮
膚
の
症
状
だ
っ
た
ら
百
％
治
り
ま

す
。三

つ
目
の
治
験
薬
を
ご
紹
介
い
た
し
ま

す
。
ヒ
ュ
ー
ミ
ラ
が
最
終
的
に
乾
癬
の
炎

症
を
生
じ
るT

N
F

を
抑
え
る
こ
と
に
よ
り
乾

癬
を
治
療
す
る
の
に
比
較
し
て
、
新
し
いC

N
T
O
1
2
7
5

と
い
う
薬
は
乾
癬
に
な
る
原
因
の

リ
ン
パ
細
胞
を
抑
え
る
治
療
法
で
す
。
こ

れ
ま
た
さ
き
ほ
ど
の
セ
ン
ト
コ
ア
と
い
う

会
社
が
開
発
し
た
皮
下
注
射
の
薬
剤
で
す
。

二
ヶ
月
に
一
回
の
注
射
で
す
。
私
達
の
後

輩
に
当
た
る
京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
の
十
一

先
生
が
留
学
中
に
ア
メ
リ
カ
で
開
発
に
携

わ
っ
て
い
た
の
で
、
乾
癬
に
す
ご
く
よ
く

効
く
と
い
う
話
は
聞
い
て
い
ま
し
た
。
最

初
ア
メ
リ
カ
で
出
来
た
時
は
皮
下
に
注
射

す
る
注
射
で
は
な
く
て
、
点
滴
だ
っ
た
の

で
す
が
、
一
度
の
点
滴
で
一
年
く
ら
い
効

果
が
持
続
す
る
と
い
う
薬
で
し
た
。
こ
れ

は
ア
メ
リ
カ
の
治
験
に
参
加
し
た
患
者
さ

ん
の
写
真
で
す
。
一
回
点
滴
し
た
だ
け
で
、

四
ヶ
月
後
も
効
果
が
残
っ
て
い
て
、
全
く

乾
癬
の
皮
疹
が
あ
り
ま
せ
ん
。
点
滴
薬
で

は
外
来
の
治
療
で
使
い
づ
ら
い
、
あ
る
い

は
患
者
さ
ん
も
大
変
だ
と
い
う
こ
と
も
あ

り
皮
下
注
射
剤
が
導
入
さ
れ
て
現
在
そ
の

薬
剤
も
治
験
中
で
す
。

こ
の
写
真
は
京
大
に
通
院
さ
れ
て
い
る

若
い
方
で
す
が
、
開
始
前
は
大
分
重
症
で

す
。
体
が
真
っ
赤
に
な
っ
て
、
釣
り
の
好

き
な
男
の
方
な
の
で
、
裸
に
な
っ
て
よ
く

釣
り
船
に
乗
っ
て
紫
外
線
治
療
を
自
分
で

や
っ
て
い
た
と
い
う
方
で
す
。
注
射
を
打
っ

て
一
回
目
で
す
。
確
か
に
紅
斑
の
赤
味
が

大
分
お
さ
ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
二
回
目

を
打
つ
と
ほ
と
ん
ど
も
う
な
く
な
り
ま
し

た
。
こ
の
段
階
だ
と
も
う
乾
癬
か
ど
う
か

分
か
ら
な
い
く
ら
い
で
す
。
足
に
少
し
紅

斑
が
残
っ
て
い
ま
す
か
。

ま
た
別
の
五
十
一
歳
の
男
性
で
す
。
背

中
に
少
し
き
つ
め
の
乾
癬
が
あ
り
ま
す
。

一
回
注
射
す
る
と
背
中
の
皮
疹
の
ほ
と
ん

ど
が
消
え
て
い
ま
す
。
治
り
づ
ら
い
お
尻

と
か
脛
に
少
し
残
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

そ
れ
も
二
回
注
射
す
る
と
も
う
ほ
と
ん
ど

残
ら
な
く
て
、
ほ
と
ん
ど
皮
膚
の
症
状
は

消
失
し
て
い
ま
す
。
全
く
ど
こ
に
も
残
っ

て
い
な
い
。

さ
ら
に
別
の
こ
の
方
は
六
十
歳
の
男
性

の
方
で
す
。P

A
S
I
5
4

で
す
か
ら
相
当
重
症

の
乾
癬
で
し
た
。
下
肢
な
ど
も
も
う
真
っ

赤
で
、
白
い
皮
膚
は
少
し
も
残
っ
て
い
な

か
っ
た
男
性
で
す
。
始
め
て
一
回
目
で
赤

味
が
大
分
落
ち
て
き
て
い
ま
す
。
足
の
赤
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味
が
止
ま
る
と
、
浮
腫
で
太
く
な
っ
て
い

る
足
が
細
く
な
っ
て
き
ま
す
。
二
回
打
っ

て
も
う
皮
疹
は
消
え
ま
し
た
。
塗
り
薬
も

全
く
必
要
な
く
塗
る
時
間
も
塗
る
手
間
も

い
ら
な
い
。
落
屑
と
い
う
ボ
ロ
ボ
ロ
落
ち

る
皮
膚
も
な
く
な
る
の
で
掃
除
が
楽
だ
と

お
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
最
後
の
写
真
の
患
者

さ
ん
は
ず
っ
と
治
験
に
協
力
し
て
下
さ
っ

て
、
自
分
な
り
に
手
の
写
真
を
定
期
的
に

撮
っ
て
き
て
く
れ
る
の
で
す
が
、
三
十
日

後
、
腕
や
手
背
の
皮
疹
は
全
く
白
く
な
っ

て
い
ま
す
。

少
し
治
験
の
話
が
長
く
な
り
ま
し
た
が
、

乾
癬
と
い
う
の
は
人
類
の
歴
史
と
同
じ
ぐ

ら
い
に
長
く
、
人
類
の
書
か
れ
た
歴
史
が

あ
る
頃
か
ら
、
ず
っ
と
あ
る
病
気
で
す
。

最
初
の
太
陽
の
紫
外
線
に
よ
る
死
海
療
法

だ
っ
た
の
が
、
段
々
塗
り
薬
、
飲
み
薬
に

な
っ
て
き
て
、
現
在
こ
う
い
う
抗
体
製
剤

治
験
の
段
階
ま
で
来
て
い
ま
す
。
た
だ
全

て
が
バ
ラ
色
と
い
う
わ
け
で
は
な
く
て
、

も
ち
ろ
ん
薬
で
す
の
で
、
欠
点
や
副
作
用

の
な
い
薬
は
絶
対
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
だ

け
は
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
使
わ
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
ず
一
番
に
は
薬
に
お

金
が
か
か
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ど
う
し

て
も
抗
体
製
剤
と
い
う
の
は
、
製
造
コ
ス

ト
が
か
か
り
ま
す
。
新
し
い
薬
が
高
く
な

る
の
は
理
解
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
の
で

す
。さ

っ
き
お
話
し
し
ま
し
た
よ
う
に
レ
ミ

ケ
ー
ド
の
一
回
の
費
用
は
三
十
七
万
円
、

大
体
二
ヶ
月
か
ら
三
ヶ
月
に
一
回
は
点
滴

が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
ヒ
ュ
ー
ミ
ラ
だ

と
一
回
の
費
用
が
七
万
円
、
二
週
間
に
一

回
の
治
験
で
す
が
、
印
象
と
し
て
は
多
分

一
ヶ
月
に
一
回
で
も
十
分
効
い
て
く
れ
る

薬
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
三
割
負
担

に
な
り
ま
す
。

三
番
目
の
新
し
い
最
後
の
薬
も
よ
く
効

き
ま
す
。
二
ヶ
月
に
一
回
の
注
射
で
す
が
、

こ
れ
は
ま
だ
申
請
に
も
至
っ
て
い
ま
せ
ん

の
で
、
い
く
ら
の
薬
価
が
付
く
か
全
然
見

当
が
つ
き
ま
せ
ん
。

お
金
以
外
の
問
題
と
し
て
も
、
こ
れ
だ

け
非
常
に
よ
く
効
く
と
い
う
の
は
、
乾
癬

に
特
異
的
な
免
疫
を
抑
え
こ
む
の
で
、
そ

の
免
疫
が
何
を
や
っ
て
い
る
か
と
い
う
こ

と
を
考
え
る
と
、
や
は
り
特
殊
な
感
染
症

を
生
じ
る
可
能
性
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

結
核
が
一
番
大
き
な
問
題
で
す
。
日
本

人
は
ア
メ
リ
カ
人
と
違
っ
て
、
結
核
が
多

い
国
で
す
の
で
こ
れ
ら
の
薬
に
よ
り
結
核

を
出
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
こ
れ
ら
の
新
し
い
治
療

法
を
開
始
す
る
前
に
は
結
核
に
対
す
る
厳

重
な
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
と
い
う
の
は
日

本
人
の
場
合
は
あ
ま
り
当
て
に
な
り
ま
せ

ん
の
で
、
胸
の
Ｃ
Ｔ
撮
影
や
ク
オ
ン
テ
ィ

フ
ェ
ロ
ン
と
い
う
特
殊
な
結
核
に
対
す
る

採
血
検
査
な
ど
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
活

動
性
の
結
核
患
者
さ
ん
に
は
、
こ
れ
ら
の

薬
剤
は
使
え
ま
せ
ん
が
、
か
つ
て
結
核
が

あ
っ
た
と
い
う
患
者
さ
ん
に
は
き
ち
ん
と

予
防
さ
え
し
て
い
れ
ば
使
う
こ
と
は
可
能

で
す
。

も
う
一
つ
は
肝
炎
の
問
題
で
す
。
日
本

人
は
や
は
り
Ｂ
型
と
Ｃ
型
の
肝
炎
が
多
い

で
す
の
で
、
こ
れ
を
悪
く
さ
せ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。
使
用
中
に
は
常
時
精
査
し

て
肝
臓
が
悪
く
な
っ
て
こ
な
い
か
を
診
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
こ
れ
ま
で
の
医
学
的
な
心
配
と

は
異
な
り
ま
す
が
、
乾
癬
と
い
う
病
気
は

決
し
て
進
行
性
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
い
く
ら
こ
れ
ら
の
最
新
の
注
射
の
治
療

法
を
し
た
と
こ
ろ
で
、
十
年
後
の
乾
癬
が

な
く
な
る
と
い
う
治
療
法
で
は
決
し
て
あ

り
ま
せ
ん
。
今
日
あ
る
乾
癬
の
皮
疹
は
、

こ
れ
ら
の
治
療
を
す
る
こ
と
で
、
非
常
に

軽
快
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
ま
す
。
す
ご
く

よ
く
効
き
ま
す
が
、
し
か
し
止
め
れ
ば
い

ず
れ
は
必
ず
ま
た
自
分
の
乾
癬
の
体
質
と

い
う
の
が
あ
り
ま
す
の
で
、
乾
癬
の
皮
疹

は
戻
っ
て
き
ま
す
。

そ
れ
だ
け
は
理
解
し
た
上
で
、
治
療
に

対
し
て
現
時
点
で
お
金
を
使
う
べ
き
か
な

ど
を
よ
く
考
え
て
治
療
法
を
選
択
す
る
の

が
大
事
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
い
ず
れ
に

し
て
も
乾
癬
に
対
す
る
治
療
法
の
選
択
肢

が
広
が
り
ま
す
。
来
年
ま
で
待
っ
て
下
さ

れ
ば
こ
う
い
う
薬
を
使
え
る
よ
う
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
以
上
で
す
。
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★編集局では皆さんの原稿を募集しています。乾癬についての自分
の体験、自分が行っている治療法、日常生活で心がけていること、

乾癬治療に役立った事、その他何でも構いません。エッセイ・詩・

短歌・俳句などもぜひ投稿してください。お待ちしています。

★「ＰＳ０ＲＩＡ ＮＥＷＳ」では「乾癬Ｑ＆Ａ」コーナーを設けています。症状や治療法、
薬など乾癬に関する質問がありましたら編集局までお寄せ下さい。代表的な質問などを選ん

で、相談医の先生方に会報上で答えて頂きます。

★「大阪乾癬患者友の会」の幹事会は全て会員や相談医の方のボランティアで成り立ってい

ます。会では幹事になって頂ける方を募集しています。幹事の人数が少なくて大変困ってい
ます。自分のやれる範囲でもちろん結構ですから、ぜひお手伝い下さい。当面次の仕事をお

手伝い頂ける方を探しています。 1）定例総会等行事のボランティア 2）会報送付作業の

ボランティア 3）ホームページ管理等のボランティア ４）幹事会参加メンバー(5名程度）

大阪乾癬患者友の会(梯の会）では、ホー

ムページを作成・運用しております。乾

癬についての治療法・薬・生活上の注意
や総会のお知らせ・会報の抜粋・掲示板・

乾癬関係のホームページへのリンクなど

が掲載してあり、役に立つ情報が一杯で
す。ぜひ御覧になって下さい。ホームペー

ジアドレスは下記の通りです。

ホームページのご案内

http://derma.med.osaka-u.ac.jp/pso/

会員の皆さまへ 会費納入のお願い

年会費を下記の要領で徴収させていただいております。より充実した会の運営のため何
卒、ご理解のほど宜しくお願いいたします。

会 費：年間 ３０００円

納入方法：郵便振替

納入期限：毎年３月末日までに納入お願いします。振込用紙に必要事項を記入のうえ郵
便局の振り替え口座に振り込みをお願いします。会費につきましては、未納の場合、自動

的に退会となります。

郵便振替 口座番号： ０９２０・２・１５５７４５「大阪乾癬患者友の会」
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